
筑後川水系における 
福岡県の水需給について 福岡県の水需給について 

１ 水資源の現況 
１ １ 地勢

 
■ 本県は 次のような自然

１－１ 地勢 

■ 本県は、次のような自然

    条件的制約のため、元来、 
     水資源の確保が厳しい状 
     況にあります。 

 
  ・県内に高い山が少ない。 

 
  ・林野の割合 
    福岡県 44.8％   

（全国平均65 7％）   （全国平均65.7％） 
 

  ・人口が集積している福岡・北 
   九州都市圏では山の奥行き 九州都市圏では山の奥行き

   がなく、大きな河川が少ない。 

１ 



  １－２ 降水量 
■ 年間平均降水量は１,６３１mm （全国平均1,690mm） 
■ 人口一人当たりに換算すると福岡県は1,607m3/年・人と、全国平均 

5,007m3/年・人の約１／３に過ぎません。 
                             注： 一人当たりの降水量＝年間降水量×面積÷人口 

２ 

１－３ 水利用の現状（その１）１ ３ 水利用の現状（その１）

■ 県全体の水利用は年間約24億ｍ3でそのうち    

農業用水が約70％ 水道用水が約21％ 工     農業用水が約70％、水道用水が約21％、工 

     業用水が 約9％となっています。 

３ 

注：四捨五入の関係で集計が合わない部分がある。 



１－３ 水利用の現状（その２） 

福岡生活圏 

北九州生活圏 

筑豊生活圏 

筑後生活圏 

４ 

１－４ 水道の普及状況
 ■ 本県の水道普及率は平成２１年３月末現在、給水人口4,691千人で、総人口 
   ５,053千人に対し92.8％となっており、全国平均の97.5％に比べ4.7ポイント低い  

状況にあります

１ ４ 水道の普及状況

   状況にあります。 
    広域圏別では、福岡地域が96.1％と最も水道普及率が高く、次いで北九州地域   
   が95.5％、筑豊地域が94.4％の順であり、比較的地下水に恵まれた地域を抱える  

筑後地域が80 1％となっています   筑後地域が80.1％となっています。

◎ 現在給水人口と普及率 （平成２１年３月末現在） 

５ 



１－５ 渇水の状況 
■ 本県では 昭和５３年以降 概ね２年に１回の割合で渇水が頻発し とりわ■ 本県では、昭和５３年以降、概ね２年に１回の割合で渇水が頻発し、とりわ 
      け昭和５３年と平成６年の渇水については時間断水を長期に強いられるな 
      ど県民生活に多大な影響を及ばすものであった。 

          

■ 本県では 渇水時の事態に緊急に対処するため 必要に応じて渇水対策■ 本県では、渇水時の事態に緊急に対処するため、必要に応じて渇水対策
   本部を設置し、市町村及び関係機関と連携をとりながら対策を講じていま 
      す。 

昭和５３年以降の渇水対策本部設置状況          

渇水年 渇水対策本部設置期間 

５ ３ 年 渇 水   ４２９日間   S53. 5.29 ～ S54.7.31 

         昭和５３年以降の渇水対策本部設置状況 

５ ７ 年 渇 水      ３３日間   S57. 7. 1  ～ S57.8. 2 

５ 年 冬 期 渇 水 １２０日間   H 5. 1.12  ～ H5 .5.11 

６ 年 渇 水 ３６５日間 H 6 7 6 ～ H7 7 5６ 年 渇 水 ３６５日間  H 6. 7. 6   ～ H7. 7. 5 

７ 年 冬 期 渇 水 １８６日間   H 7.12.19 ～ H8. 6.21 

１ １ 年 冬 期 渇 水 １２１日間   H11. 2.25 ～ H11.6.25 

１ ４ 年 渇 水 ２１３日間   H14. 9.30 ～ H15.4.30 

１ ７ 年 渇 水  ２１日間   H17. 6.22 ～ H17.7.12 

１ ８ 年 冬 期 渇 水 ６４日間 H18 2 8 H18 4 12

６ 

１ ８ 年 冬 期 渇 水 ６４日間  H18. 2. 8  ～ H18.4.12

 １－６ 昭和53年・平成6年渇水  

昭和53年渇水 平成6年渇水 

（昭和53年5月20日～昭和54年3月24日） （平成6年8月4日～平成7年5月31日）

バケツに給水を受ける市民 貯水率が11．4％になった瑞梅寺ダム 

（昭和53年5月20日～昭和54年3月24日） （平成6年8月4日～平成7年5月31日） 

○ 制限給水日数  ：287日間 ○制限給水日数  ：295日間 

○ 平均断水時間  ：14時間/日 

○ 給水車出勤台数 ：13,433台 

○平均断水時間  ： 8時間/日 

○給水車出動台数 ：   0台 

７ 



２ 水供給の現状 
２－１ 河川水（その１） 

■ 河川水は、古来より、農業用水として利用されてきましたが、年々増加する都 

   市用水などの水需要に応じて、河川の流水を貯留して補給し河川流量を一定 

以上確保するため ダムや河口堰などの水資源開発施設が建設されてきま     以上確保するため、ダムや河口堰などの水資源開発施設が建設されてきま 

    した。 

８ 

水資源開発施設図 
 

９ 


